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論文内容の要旨 
 
 現代の日本では，少子化問題への対策，男女共同参画社会の実現など様々な観点から男性の家
庭関与を求める声が高まっている。既婚女性の生き方には選択肢が増える一方で，既婚男性の生
き方の自由度は狭く，平成 22年の国勢調査(総務省統計局,2012a)によれば 6歳以下の子どもを持
つ 30～40代夫婦のうち夫が非就業の世帯は１～2%にすぎない。「男は仕事」，「男は働いて家族を
養うものだ」という男性性役割規範の拘束力はいまだに強く，とくに近年の男性のメンタルヘル
スの悪化との関連が指摘されている。しかし，これまでの心理学調査からは男性がそうした規範
に対して不満や負担感を抱いている傾向は見えてこない。本研究は，従来の調査・研究では一枚
岩の集団として扱われていた男性の中にも多様化が進行しているという仮定のもとに，男性が「男
は仕事」とする男性性役割規範に囚われるメカニズムを探り，そこから自由になるためには何が
必要かを考えることを目的とする。 
 研究 1-1では育児期男性を対象とした質問紙調査を行ない，仕事と家庭のバランスに関する志
向の多様化は男性にも生じていること，少数派ではあるが，「男は仕事」という性役割規範に囚わ
れずに仕事と家庭に同程度のエネルギーを傾注することを志向する男性(仕事＝家庭型と命名)も
現れていることを明らかにした。さらに研究 1-2では，仕事＝家庭型の男性の下位タイプを設定
し，家庭志向の高さが必ずしも男性性役割規範からの自由度を意味するものではないことを明ら
かにした。男性の生き方について考える際には，家庭関与の量的側面だけでなく，家庭関与の意
味づけや関わり方などの質的側面にも注目する必要があることを論じた。 
 研究 2では育児期男性を対象としたインタビュー調査を行ない，男性が仕事や家庭生活をどの
ように意味づけ，どのような関わり方をしているのかについて，修正版グラウンデッド・セオリ
ー・アプローチ(木下,2003)に基づく手法で質的分析を行なった。まず分析 2-1で，「男は仕事」
という男性性役割規範に沿った生活スタイルをとる群（仕事優先群）と，規範に拘束されない群
（仕事相対化群）を同定した。 
続いて分析 2-2では，「仕事優先群から仕事相対化群への生き方の変化を経験した」と語った 5
名の語りから，変化のプロセスモデルを作成した。そこでは『家族観の転換』――「各自が自分
に課せられた役割を粛々と果たすのが家族である」という考え方から「家族とは，自分から進ん
で，お互いの状況やニーズをモニターしあい，互いに歩み寄って柔軟に対処・ケアしあう関係を
生成し続けるものである」という考え方への転換――が生き方の変化の鍵であることが示唆され
た。そこで分析 2-3として，仕事優先群と仕事相対化群の家族観・家庭関与の態度の比較を行い，
仕事相対化群の男性たちは，分析 2-2の 5名と同様に「主体的かつ自立・自律的に家庭役割を果
たし，状況や相手のニーズに応える形での関与を生成し続ける態度」を持つことを示した。C.ギ
リガン(1982/1986)の「ケアの倫理」に通じるこのような家族観を，本研究では「家族する
．．．．
家族」
観と命名した。分析 2-4では両群の性役割観の比較を通して，男性が男性性役割規範に囚われる
背景には，母性神話すなわち本質主義的な性差観があることを示した。 
 研究 2では，「家族する家族」という家族観を抱くことが「男は仕事」という男性性役割規範か
らの脱却を可能にするという知見が質的分析によって明らかにされたが，研究 3では，それが量
的データでも再現できるかどうかを確認した。そのために，研究 3-1では「家族する」という態
度を測定するためのツールとして，1因子 8項目からなる「『家族する』尺度」を作成した。 
研究 3-2では作成された尺度を用いて育児期男性を対象とする質問紙調査を行なった。その結
果，「家族する」態度の高い群は低い群に比べて，家庭の都合のために仕事を調整することが多く，
仕事への取り組み方が自律的であるという，研究 2と同様の結果を得た。また，「家族している」
男性は外在的な要因によってではなく，主体的に家族することを選びとっていることが示された。 
 最後に，「家族する家族」という考え方を，公的領域と私的領域への意味づけというより大きな
枠組みの中に位置づけ，オルタナティブな価値観を持つことの発達的な意義を論じた。「多元的変
動社会」とされる現代の社会においては，標準的な規範を相対化できることは，発達的可塑性が
高く適応的であることを意味する。さらに，発達の主体的制御という観点から，男性 1人ひとり
が性役割規範から脱却することによって社会の変化を起こしていく可能性について論じた。 
 
論文審査の結果の要旨 
 
本論文は、既婚男性を、「男は仕事」とする男性性役割規範に拘束されたジェンダーを背負った
存在でありながら、家庭における稼得責任・扶養責任のみを担う存在として母子関係の環境要因
であるかのように扱ってきた従来の発達心理学の見方に疑問を投げかけ、既婚男性の発達にも確
実に多様化の波が押し寄せてきていること、そして強固な男性性役割規範から如何にして自由に
なり、主体的に自らの家族役割を調整したり選択したりするようになるのかについて明らかにす
ることを課題としている。 
まず質問紙調査とその統計的分析によって、乳幼児を育てている家庭の夫すなわち育児期男性
のなかに、仕事と家庭の双方に対して同程度のエネルギーを注ごうとするタイプ（仕事＝家庭型）
が存在することを見出した。しかし、同じ家庭志向とはいっても、必ずしも性役割規範からの解
放を意味するわけではなく、「妻には家庭役割優先でいてほしい」と考えるタイプ（二重基準型）
と、「仕事も家庭も夫婦で共同で」と考えるタイプ（平等志向型）が存在することが明らかにされ
ている。つまり、家庭にどのように関わるか、その量的側面からの把握にとどまらず、質的側面
に注目することで新たな下位分類を見出すことができることを示したのである。このように、実
証的なデータに基づいて、男性の生き方の一様性が崩れ、多様化の兆しが見られることを明確に
したことは、本論文の成果の第一に数えられよう。 
次に面接調査とその質的な分析によって、家庭のために仕事を調整すると応える男性（仕事相
対化群）が、「家族する」家族観を持っていることが明らかにされた。それは、家族とは「状況や
相手のニーズに合わせて、日々新たな関係を相互に生成し続ける関係」を営むものであるとする
考え方であり、実際に、主体的かつ自立・自律的に家族役割を果たそうとする態度を生み出すと
考えられる。いっぽう家庭のために仕事を調整しないと応える男性（仕事優先群）は、家族の「各
自が自分に課せられた役割を粛々と果たすのが家族である」という固定的な家族観を持っている
とされる。仕事相対化群の中には、かつては仕事優先群の家族観を持っていた人がおり、仕事相
対化群のそれへと変化した人がいる。そこでは、会社の破たんや過労による病気などの、自分で
は統制不可能な要因をきっかけとして、これまでの生き方に対するふりかえりがなされ、自分が
抱く「固定的な役割観」や「社会との関係」そして「自己イメージ」との葛藤が経験される。そ
こでようやく生き方を変える転機が訪れるのだが、その際には妻の支えが力となってお互いの応
答的関係に基づく家族内での役割の調整が行われるとともに、それが生涯にわたって継続する見
通しも得る。また仕事や家族に関する多様な価値観と出会うことも加わって、「家族する」家族観
への転換を果たす。その結果、仕事を相対化し、主体的・応答的・生成的に家族役割を果たそう
とする生き方へと変わっていくというプロセスモデルが明らかにされた。このように、男性性役
割規範による拘束から自由となり、主体的・応答的・生成的に家族役割を果たそうとする態度に
変化するプロセスと、そこにおける家族観の転換の意義について明らかにしたこと、および「家
族する」家族観という概念を措定したことは本論文の最大の成果と言ってよいであろう。 
 さらに、本論文では「家族する」家族観を具体的に測定する「家族する」尺度の構成に踏み込
み、1 因子 8 項目の尺度を作成し、その信頼性・妥当性の検証を行った。また実際にこの尺度を
用いて、「家族する」尺度得点の高低群間の比較において仕事への取り組みや家族のための調整に
差があり、また高群が「家族する」ことを主体的に選択していることなどを明らかにしている。
質的研究によって得られた概念を、量的な研究においても確証しようとする方法的態度は、高く
評価されるべきである。ただ、この尺度が著者自身の研究も含めて様々に用いられ、今後さらに
鍛えられていくこともまた必要であろう。 
 いっぽう、今後の研究の発展に対する期待として指摘されたのは、ここで取り扱われた既婚男
性の変化を生涯発達にどのように位置づけていくかという問題である。本論文では乳幼児期の子
どもを持つ男性を対象としているが、この時期の子育てに即した家事・育児における親役割と、
妻との間におけるその調整が主な問題とされている。子どもの成長に伴い、また親自身の発達に
よって、親子関係もそこでの親役割も変わっていくと考えられ、それをどのようにして本研究の
延長上で視野に入れていくことができるか、今後考究される必要があろう。さらに、ここでの変
化を既婚男性の主体的な発達の自己制御として SOC理論を引きながら意味づけているが、社会的
な環境の変動といった、個人では統制しがたい要因も含めて、発達心理学の理論として展開して
いくことが求められよう。例えば、本論文では仕事を優先する考え方から相対化した考え方への
変化を扱っているが、社会変動の激しい現代においては元々仕事を相対化した生き方をする人も
いるであろうし、仕事に就けない人さえいるのが現状である。このような多様性の幅の大きさを
カバーしうる理論として成長させることが期待される。 
 最後に、本論文の完成度は高く、整理され単純化された論理構造と平明な記述において際立っ
ていたことを指摘しておきたい。 
 以上により、審査委員会は本論文が博士（心理学）の授与に値するものと認めた。 
 
